
「改訂しまねレッドデータブック」の分類群及び評価区分別の掲載種数

■評価の区分と基本概念

絶 滅 本県ではすでに絶滅したと考えられる種

野 生 絶 滅 飼育・栽培下でのみ存続している種

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅の危機に瀕している種（現在の状況をもたらした圧迫要因が引

き続き作用する場合、野生での存続が困難なもの）

Ⅱ 類 絶滅の危機が増大している種（現在の状況をもたらした圧迫要因が

引き続き作用する場合、近い将来「絶滅危惧Ⅰ類」のランクに移行

することが確実と考えられる種）

準 絶 滅 危 惧 存続基盤が脆弱な種（現時点での絶滅危険度は小さいが、生息生育

条件の変化によっては 「絶滅危惧」として上位ランクに移行する、

要素を有するもの）

情 報 不 足 評価するだけの情報が不足している種

■掲載種数

絶 滅 絶滅危惧

分 類 群 野生絶滅 小 計 情報不足 合 計絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

4 1 2 3 9 4 20哺 乳 類

1 9 17 26 26 22 75鳥 類

3 3 6 9動 両 生 類

0 4 4爬 虫 類

1 3 9 12 6 3 22汽水・淡水魚類

32 33 65 102 119 286昆 虫 類

1 1 2 9 12ク モ 類

1 1 6 7甲 殻 類

4 8 12 18 4 34物 陸・淡水産貝類

0 3 3サ ン ゴ 類

0 2 1 3淡水海綿類

6 50 73 123 178 168 475動 物 小 計

3 82 125 207 111 18 339維管束植物

4 1 5 3 8植 蘚 苔 類

1 1 1藻 類

5 1 6 6物 地 衣 類

5 2 7 7菌 類

3 96 130 226 114 18 361植 物 小 計

9 146 203 349 292 186 836合 計


